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2,4,6-トリブロモフェノール（CAS no. 118-79-6） 

 

文献信頼性評価結果 
 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

2,4,6-トリブロモフェノールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、抗エストロゲン作用、

アロマターゼ活性の誘導作用及び抗甲状腺ホルモン様作用を持つことが示唆された。 

 

(１)エストロゲン様作用及び抗エストロゲン様作用 

 Hamers ら(2006)によって、2,4,6-トリブロモフェノールについて、ヒトエストラジオールスル

ホトランスフェラーゼへの影響が検討されている。その結果として、2,4,6-トリブロモフェノ

ールは、IC50 値 0.27μM(=89μg/L)の濃度において、17β-エストラジオールを基質とするヒトエ

ストラジオールスルホトランスフェラーゼ活性を阻害した。 

また、2,4,6-トリブロモフェノールについて、ER-CALUX アッセイ(プロモータ領域にヒトエ

ストロゲン受容体応答配列をもつレポーターを遺伝子導入したヒト乳がん細胞T47Dによるル

シフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、2,4,6-トリブロモフェノールは、

IC50値 8.3μM(=2,746μg/L)の濃度において、抗エストロゲン様作用が認められた。 

 Olsenら(2002)によって、2,4,6-トリブロモフェノールについて、ヒト乳がん細胞 MCF-7 への影

響が検討されている。その結果として、2,4,6-トリブロモフェノールは、0.1、１、10、100μM(=33、

331、3,308、33,080μg/L)の濃度において、細胞増殖誘導に影響を及ぼさなかった。また、

30μM(=9,924μg/L)の濃度において、細胞増殖誘導(17β-エストラジオール 30pM 共存下)、エス

トロゲン応答性分泌蛋白質 pS2 発現量、ヒトエストロゲン受容体発現量、ヒトプロゲステロン

受容体発現量に影響を及ぼさなかった。 

また、2,4,6-トリブロモフェノールについて、ヒトエストロゲン受容体競合結合試験(17β-エ

ストラジオール３nM 共存下)が検討されている。その結果として、2,4,6-トリブロモフェノー

ルは、１μM(=331μg/L)の濃度において、IC50値を示さなかった。 

 

(２)抗甲状腺ホルモン様作用 

 Hamers ら(2006)によって、2,4,6-トリブロモフェノールについて、ヒトトランスサイレチンへ

の結合阻害試験が検討されている。その結果として、2,4,6-トリブロモフェノールは、IC50 値

4.8nM(=1.6μg/L)の濃度において、サイロキシンのヒトトランスサイレチンへの結合を阻害した。 
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